
３期の登内(とのうち)郁夫様を偲んで－「北の都会」などでの思い出から

11期 長岡 正利

雪恋ふる北の都の金沢に、美しき星舞ひ降りたり。高き 志 をいだきて。

こころざし

それ、はるかなる北天を仰ぎつつ万感の思ひを込めて歌ふ哉、我らが魂の歌を。

ああ、若き日の哀感に明け暮れし北の都の想ひ出は、はるかにも遠く消えなんとすが、

かの青春の陽炎は、我らが友情に残れるを確信して。

かげろひ

今宵のうたげをのびやかに語り、歌い過さんかな。北の都･･･、アイン・ツバイ・ドライ！

【上写真で手にマイクが、登内様と同期で上の寮歌序詞の、金大理 S36卒･堺 和昭 様｡ 】

【右端には登内様と同期のWV田村昭夫様。中央に小生と、後列右端には金大山崎学長。】

WV-３期 OBの登内郁夫様が、2016年の８月にお亡くなりになられました。

なぜ、11期の小生が、３期・登内様の？、につきましては、前年の 5月までは、毎月のように、

｢北の都会」で登内様にお会いしておりましたゆえです。しかし、毎月何をお話ししていたのか？

言葉少ないお方でしたが、その記憶は殆どなくて、今、お声の調子のみ、鮮明によみがえります。

「北の都会」とは、「東京四高会」と金大 OB の集まりで、毎月、銀座ライオン「クラシックホー

ル」で、お昼にビールを飲みつつの会話と招聘先生方の卓話（講演）、それに四高寮歌を高唱してい

ます。下は、記憶に残る「北の都会」での登内様です。そのお姿を偲んで頂ければと思いまして。

写真を見ておりますと、毎回のお姿・旗振りのあり様・お話しぶりが浮かんで参ります。合掌。

続いては、WV-OBの集まりでの登内様。WV-50年記念会と、関東 OB総会 2013年と 14年での。

上は｢北の都会｣2015年4月｢四髙漕艇班追悼会｣献歌の際に。

左は｢北の都会｣2014年11月と15年5月(最後のご出席)にて。

（中央に登内様：WV-７期･四十万様､ 2008.9.14撮影）

金大広報･森様､
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